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当社発展の軌跡

’65 設立
’67 伊丹
’68 福岡
’71 千歳
’78 成田
’82 羽田
’92 成田Ⅱ期

新千歳
’93 羽田西側
’94 関西
’99 那覇
’02 広島
’04 中部
’05 神戸

鹿児島
’07 熊本
’08 長崎

’67
動
力
事
業

’72
整
備
事
業

’85
付
帯
事
業

千歳空港支店

福岡空港支店

沖縄空港支店

成田支社
神戸空港出張所

中部空港支店

広島空港出張所

大阪空港支店

関西支社

羽田支社

本社

鹿児島空港出張所

熊本空港出張所

長崎空港出張所
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当社の事業概要

整備事業

付帯事業

ブレーキクーリングカート保冷・加熱カート

旅客搭乗橋設備(PBB)手荷物搬送設備(BHS)

ＧＰＵ（電力供給） ＡＣU（ｴｱｺﾝ供給）

動力事業

冷熱源供給設備
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業績の推移(連結)
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中期収支計画

5,794 5,593 5,818 6,180

5,051 4,981 4,753 4,778

1,054 1,189 1,252
1,462
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動力事業 整備事業 付帯事業
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売上高 経常利益 当期純利益

（百万円）

11,900 11,764 11,824 12,421

（百万円）
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動力事業①

今
後
の
課
題

航空会社の路線見直し等の動向に細心の注意

路線廃止・減便を考慮し、低供給率の外国社を中心とした販促

機材ダウンサイジング推進による収益率の低下

機材小型化による使用時間増加の営業強化

新型航空機（ｴｱﾊﾞｽA380、ﾎﾞｰｲﾝｸﾞ787）への供給設備の大型化

新型航空機の就航状況を勘案しながら計画的な更新投資

プ
ラ
ス
要
素

空港拡充計画に沿った設備の増強

2010年3月 成田空港平行滑走路2,500ｍ化により、年間発着

枠２万回増

2010年10月 羽田空港第４滑走路供用開始により、年間発着枠

段階的に１１万回まで増

羽田空港新国際線ターミナルビル供用開始

国土交通省が推進するエコエアポート施策

動力供給設備の使用率・使用時間の向上

動力供給設備の使用によるコスト優位性

空港拡張計画の進展

環境意識の向上

路線廃止・減便

機材の小型化

設備投資の増加
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動力事業② 成田空港概略図

滑走路２,５００ｍ

滑走路４,０００ｍ

整備地区貨物地区

第２ターミナル

第１ターミナル

成田空港公式WEBサイトより
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動力事業③ 成田空港拡張概略図

７００番台(９ｽﾎﾟｯﾄ)

整備地区
第１旅客ターミナルビル

第２旅客ターミナルビル

貨物地区

１００番台(６ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(３ｽﾎﾟｯﾄ)

Ｒ誘導路(２ｽﾎﾟｯﾄ)

第７貨物(２ｽﾎﾟｯﾄ)

８００番台(５ｽﾎﾟｯﾄ) ９００番台(４ｽﾎﾟｯﾄ)

滑走路２,５００ｍ化 ２００９年１０月２２日供用開始！

２００９年１０月２２日供用開始
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動力事業④ 羽田空港再拡張概略図

第４滑走路2,500ｍの新設

東
京
湾

多
摩
川

第
１
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

第
２
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル

Ｂ滑走路2,500ｍ

Ａ滑走路

3,000ｍ

Ｃ滑走路

3,000ｍ

連絡誘導路

１６ｽﾎﾟｯﾄ

設置

電気・ｴｱｺﾝ設備設置

電気設備設置

埋設管設置

ﾀｰﾐﾅﾙﾋﾞﾙに隣接する10ｽﾎﾟｯﾄ

貨物地区・駐機地区の6ｽﾎﾟｯﾄ

新国際線地区 （29ｽﾎﾟｯﾄ）

駐機地区の13ｽﾎﾟｯﾄ
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動力事業⑤ 羽田空港再拡張概略図
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新国際線エプロン 2010年10月供用開始

６ｽﾎﾟｯﾄ（電気）

１０ｽﾎﾟｯﾄ（電気・エアコン）

１３ｽﾎﾟｯﾄ（埋設管）
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GPUを使用したことによる環境に対するメリット

・APUの騒音を抑え、

空港周辺地域との共生

燃料の削減
(2008年度実績)

・B777-200で年間約８, ２４２往復相当
（15万キロリットル）の燃料を削減

・東京ドーム １４８杯相当
（年間35.9万トン）のCO2を削減

CO2の削減
(2008年度実績)

騒音の低減

動力事業⑥

東京

札幌

約820km

エコエアポート化へ貢献
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整備事業

2010年 3月 千歳空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

2010年 4月 関西空港 国内線手荷物搬送設備ｲﾝﾗｲﾝｼｽﾃﾑの供用開始

2010年10月 羽田空港 新国際線旅客ターミナルビルの供用開始

長年の技術力・ノウハウを生かした提案型営業を展開し、空港内外の新規受託拡大を図る

収入 収入減少に対するコスト削減施策のイメージ図

生産連動
費用

コスト削減

FY08 FY09

～

FY11

粗利の減少を最小限に！

顧客の経費削減施策の影響

収
入

利
益

利
益
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付帯事業

①ﾌｰﾄﾞｶｰﾄ事業については、顧客の要望を捉えた新商品の開発、新規・買替需要案件への
営業を促進しつつ、生産・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制を更に効率化する

②中部空港での新型航空機用駐機ｽﾎﾟｯﾄ増設工事や、各空港での受託手荷持検査装置等
の更新に伴う設置工事・保守の受託拡大を図る

③航空機地上支援機器販売については、種類の絞込みによる効率的な販売を推進する

①ﾌｰﾄﾞｶｰﾄ事業については、顧客の要望を捉えた新商品の開発、新規・買替需要案件への
営業を促進しつつ、生産・ﾒﾝﾃﾅﾝｽ体制を更に効率化する

②中部空港での新型航空機用駐機ｽﾎﾟｯﾄ増設工事や、各空港での受託手荷持検査装置等
の更新に伴う設置工事・保守の受託拡大を図る

③航空機地上支援機器販売については、種類の絞込みによる効率的な販売を推進する

今後の取り組み

FY11

フードカート販売

地上支援機器販売

その他

手荷物検査装置の運用管理手荷物検査装置の運用管理

フードカート販売

地上支援機器販売

FY09 FY10

フードカート販売

地上支援機器販売
その他

手荷物検査装置の運用管理

ＦＹ10 フードカート販売の増、空港外メンテナンスの増

ＦＹ11 フードカート販売の増、地上支援機器販売の増
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中期設備投資計画

設備投資と減価償却の推移

881
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1,873

1,327

810 866

1,124

1,292

0
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1,800

2,000

設備投資額

減価償却費

設備投資額 881 1,340 1,873 1,327 

減価償却費 810 866 1,124 1,292 

FY08 FY09 FY10 FY11

（単位：百万円）

2010年度に羽田空港新国際線地区、成田空港の発着容量増加に伴う動力供給設備増設

の設備投資がピークを迎える。
2011年度以降、新型航空機の就航状況を勘案し、計画的な更新投資を行う。



17

株式会社エージーピー



18

株式会社エージーピー

２０10年３月期 第２四半期累計業績

前期実績 当期実績 対前期比 増減

売上高 ５，６４６ ５，３８６ △２６０

△６３

95.4％

△３

△６０

△５

△６５

１

△６３

△５５

売上総利益 ７４６ ６８２ 91.4％

販管費 ４４９ ４４６

営業利益 ２９６ ２３６ 79.8％

営業外損益 ▲２０ ▲２５

経常利益 ２７６ ２１１ 76.4％

特別損益 ▲５ ▲４

税引前四半期純利益 ２７０ ２０６

四半期純利益 １５４ ９８ 63.8％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ① 動力事業

２，８７０百万円 前期比 △２７ （９９．１％）

（単位：百万円）

2,897
2,870
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2,900

3,000

前期 当期

＜主な増減要因＞

①関西空港の減便の影響
②国内社のＧＰＵ使用徹底による増

＜支店別＞

関西 △７６

福岡 ＋１４

羽田 ＋１１

成田 ＋１０

伊丹 ＋４

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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売 上 高 ② 整備事業

１，９３７百万円 前期比 △３３４ （８５．３％）

（単位：百万円）

2,271

1,937

1,500
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1,700

1,800

1,900

2,000

2,100

2,200

2,300

＜主な減要因＞

成田 △１４１ 更新・修繕工事の減

関西 △１１０ 補修工事の出遅れ

沖縄 △４３ ホテル保守契約の減

中部 △１７ 更新・修繕工事の減

羽田 △１７ 更新・修繕工事の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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売 上 高 ③ 付帯事業

５７８百万円 前期比 １０１ （１２１．２％）

（単位：百万円）

477

578

200

300

400

500

600

＜主な増減要因＞

本社 ＋１１６ フードカートの販売増
＋６ 航空機用地上支援機器の

販売増

成田 ＋１４ 受託手荷物検査装置
運用管理の通年化

△２５ 保安装置移設作業等の減

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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売 上 総 利 益

６８２百万円 前期比 △６３ （９１．４％）

（単位：百万円）
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449 406
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＜セグメント別 主な増減要因＞

動力事業 ４０６百万円 （前期比 △４２）
・整備維持費の増 ＋４５

・HND新国際線地区
工事用地賃借料の増 ＋１３

整備事業 １６７百万円 （前期比 △８５）
・販売外注・材料費の減 △１３１
・労務費・委託役務費の減 △１０８

付帯事業 １０８百万円 （前期比 ＋６４）
・販売材料・外注費の増 ＋６５

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期

６８２

７４６

動力

整備

付帯
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営 業 利 益

２３６百万円 前期比 △６０ （７９．８％）

296

236

0

100

200

300

400
（単位：百万円）

＜主な増減要因＞

売上総利益の減 △６３

労務費の増等による
販売費及び一般管理費の減 △ ３

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

前期 当期
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経 常 利 益／四半期純利益

276

211

0

100

200

300
（単位：百万円）

＜経常利益の減要因＞

営業利益の減 △６０

営業外収益（受取保険金）の減 △７
営業外費用（支払利息）の減 △２

＜四半期純利益の減要因＞

経常利益の減 △６５

特別損失の減 △１
法人税・住民税・事業税の減 △４４
法人税等調整額の増 ＋３６

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

154

98

0

100

200

300

経常利益 四半期純利益
２１１ 百万円 前期比 △６５ ９８ 百万円 前期比 △５５

（単位：百万円）

経常利益 四半期純利益

前期 当期
前期 当期
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２０１０年３月期 第２四半期累計業績（計画・修正対比）

当期計画

Ａ

修正値

Ｂ

当期実績

Ｃ

増減

（Ｃ-Ａ）

増減

（Ｃ-Ｂ）

５，３８８

２３６

２１１

売上高 ５，５６０

９７

△１７４

１３８

１４３

６０

５，３８６ △２

営業利益 ９８ ２３６ ０

経常利益 ６７ ２１１ ０

四半期純利益 ３８ ９８ １

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

平成２１年１０月１５日に中間業績予想の変更を発表
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キャッシュフローの状況

当 期前年同期
末 金 額 主な増減理由

４１２

３１５

△２０５

△３３７

８００

△２９８

△１２５

営業活動によるＣＦ ４５７ ５４７

・減価償却費

・売上債権の減

・法人税等の支払い

財務活動によるＣＦ △５９０ ３４３

・長期借入による収入

・長期借入金の返済

・配当金の支払い

投資活動によるＣＦ △２７８ △３２３ ・有形固定資産取得

現金及び現金同等物
の増減額（△は減少）

△４１２ ５６７

現金及び現金同等物
の四半期末残高

１，５５４ ２，０９７

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示
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前期(2008年度)
実績

当期(2009年度)
予想

対前期比

増 減

売上高 １１，９００ １１，７６４ △１３６

営業利益 ９６０ ５９２ △３６７

経常利益 ９０９ ５２３ △３８６

当期純利益 ５０５ ２９５ △２０９

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

２０１０年３月期 通期業績予想

平成２１年５月１３日に発表した、通期業績予想の変更なし
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上期 下期

金額 割合 金額 割合

４７．３％

１６．６％

１２．８％

１２．９％

売上高 ５，５６０ ６，２０４ ５２．７％

営業利益 ９８ ４９４ ８３．４％

経常利益 ６７ ４５６ ８７．２％

当期純利益 ３８ ２５７ ８７．１％

（単位：百万円）

（注）百万円未満は切り捨てにより表示

２０１０年３月期 計画値（上期・下期）
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本日は、弊社決算説明会にご参加いただきまして
ありがとうございます。

本日配布しました資料に記載されている将来の業
績予想は、経営環境の変化などに伴い予想あるいは

・目標対比が変化し得ることにご留意ください。

本日は、弊社決算説明会にご参加いただきまして
ありがとうございます。

本日配布しました資料に記載されている将来の業
績予想は、経営環境の変化などに伴い予想あるいは

・目標対比が変化し得ることにご留意ください。

株式会社エージーピー 総務部 広報･ＩＲグループ

電話：０３－３７４７－１６３１
ＦＡＸ：０３－３７４７－０７０７
ＵＲＬ：http://www.agpgroup.co.jp
（会社案内ビデオがご覧いただけます）

お問合せ先
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